
愛知時計電機は、「地球環境に配慮した企業活動を推進し、環境と調和する製品と活動を通じて社会に貢献
する」という環境理念を掲げています。この理念に基づき、GHG（温室効果ガス）の排出削減や、生産活動
における環境負荷物質の抑制、省エネ・省資源の実現に努めています。
製品設計においては、3R（リデュース・リユース・リサイクル）を重視し、製品のライフサイクル全体で環境
負荷を低減することを目指しています。さらに、再生可能エネルギーの活用を進め、持続可能なエネルギー
利用を実現しています。また、地域社会との連携を強化し、環境保護活動や地域の環境改善プロジェクトに
積極的に参加しています。これらの取り組みを通じて、脱炭素社会とカーボンニュートラルの実現に貢献して
いきます。

ネイチャーポジティブ宣言

　私たちは、地球環境の保全と生物多様性の回復を目指し、「ネイチャーポジティブ宣言」

を行いました。この宣言は、自然環境に対する影響を最小限に抑え、持続可能な未来を

築くための具体的な行動を約束するものです。

　宣言内容は次の通りです。

1．持続的な取り組み：
　ネイチャーポジティブ（自然再興）に対し、当社は何をすべき
なのか、どの様な貢献が出来るのかを常に考え、生物多様性、
自然共生の取り組みを長く継続します。

2．カーボンニュートラルチャレンジ2050：
　温室効果ガス排出抑制の他にも、省エネルギーや3R（リデュー
ス・リユース・リサイクル）に取り組んでいます。これらの諸活
動を通して環境負荷低減に努めます。

3．サプライチェーンとの連携：
　計測機器の製造事業（活動の全域）における生物多様性への
負の影響を把握し、サプライチェーンと連携を取り、低減に努め
ます。

4．意識の拡充：
　社員から始める活動の輪を徐々に広げ、より多くの人々の意
識を高め、活動範囲の拡充に努めます。

　私たちは、これらの取り組みを通じて、自然と共生する社会の実現を目指します。今後も、環境マネジメントの向上に努

め、持続可能な未来を創造していきます。

カーボンニュートラルへの取り組み

　愛知時計電機は、地球温暖化対策に貢献するため、「カー

ボンニュートラルチャレンジ2050」を引き続き推進してい

ます。サステナビリティ委員会が中心となり、サプライチェー

ン全体での連携を強化し、GHG排出の抑制と環境負荷の

低減に努めています。

　昨年制定した環境ビジョン2028に基づき、社用車のハ

イブリッド化を進めています。「2028年度までに社用車

の50％以上をHV化する」という目標に向けて、着実に取

り組んでおり、輸送用トラックを含めた自動車市場の動向

を注視しながら、さらなる目標の上積みを検討しています。

　また、工場および各事業所のLED照明化を計画的に推

進してきました。2027年の蛍光灯製造終了を踏まえ、計

画を前倒しし、一層の省エネとCO2削減に努めています。

　これらの取り組みを通じて、持続可能な社会の実現に向

けた一歩を着実に進めています。

愛知時計電機の環境保全に関する取り組みの詳細は、当社ウェブサイトをご覧ください。
WEB  https://www.aichitokei.co.jp/sustainability/environment/気候変動対応と 

環境負荷の最小化

関連するマテリアリティ 関連するSDGs

クラウドサービスによる環境負荷低減
　当社の提供するクラウドツール「アイチクラウド」

は、LPガスや都市ガスメーターのデータをクラウド

で管理し、遠隔検針やガス圧力の監視を可能にする

サービスです。これにより、従来の訪問検針が不要

となり、業務効率化とともに移動に伴うCO2排出の

削減が期待されます。また、通信には省電力なLPWA

技術（LTE Cat.M1）を採用し、エネルギー消費を

抑えています。これ

らの特長により、環

境負荷の低減に寄与

する持続可能な社会

の実現を支援してい

ます。

SuMPO環境ラベルの取得
　愛知時計電機は、環境影響の見える化を推進する

ため、2025年3月にSuMPO環境ラベルプログラ

ムで第三者検証を受け、新製品の家庭用超音波式Ｅ

型保安ガスメーター（EA25MT-3）でSuMPO EPD

を取得しました。SuMPO EPDは、製品のライフサ

イクル全体を通じた環境情報を定量的に開示するも

ので、カーボンニュートラルを目指す指標として活用

できます。詳細は公式ページで確認可能です。また、

家庭用膜式S型保安ガスメーターのカーボンフットプ

リント宣言も継続公開中です。

　持続可能な社会の

実現に向け、今後も努

力を続けます。

地域とともに育む自然共生の場
　現代社会において、持続可能な発展を実現するた

めには、生物多様性の保全と自然との共生が不可欠

です。これまでの経済活動は、自然環境に対する影

響を軽視しがちでしたが、今やその改善が急務となっ

ています。

　愛知県岡崎市に位置する岡崎工場では、2024年

4月に自然エリア（約600m2）を設置しました。この

エリアは、地域の生態系を支える在来植物の植生を促

進し、多様な生物が生息できる環境を整備することを

目的としています。自治体や専門機関の協力を得て、

地域の自然環境に調和した空間を創出しました。

　今後は、この自然エリアでの成果を、地域社会と

連携した環境教育や保全活動の拡充へと展開してい

く予定です。これに

より、地域の自然資

源を守りつつ、次世

代に豊かな自然環

境を引き継ぐことを

目指します。

環境にやさしい製品づくり

生物多様性・自然共生
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